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小
学
校
の
誕
生

　
本
年
４
月
、
町
内
の
３
つ
の
小
学
校
が

統
合
さ
れ
、
新
し
い
芝
山
小
学
校
が
誕
生

し
ま
す
。
わ
が
国
の
小
学
校
は
、
明
治
５

（
１
８
７
２
）
年
の
学
制
発
布
に
よ
り
誕

生
し
ま
し
た
。
学
制
で
は
国
民
す
べ
て
が

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
各
地
に
学
校

を
開
校
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

開
校
前
の
教
育

　
江
戸
時
代
の
庶
民
の
教
育
は
、
僧
侶
な

ど
が
読
み
書
き
を
教
え
る
寺
子
屋
や
学
問

を
修
め
た
人
が
教
え
る
私
塾
で
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
菱
田
村
で
は
、
歌
人
の
小
川

恒
澄
、
漢
方
医
の
小
川
泰
山
、
泰
山
の
跡

を
継
い
だ
鈴
木
嘉
兵
衛
や
椎
名
保
兵
衛
な

ど
の
塾
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
川
総

右
衛
門
は
、
天
保
14
（
１
８
４
３
）
年
頃

に
自
ら
の
家
に
塾
を
開
い
て
10
年
ほ
ど
で

老
齢
の
た
め
辞
め
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

５
年
に
は
新
治
県
龍
ヶ
崎
町
（
現
茨
城
県

龍
ヶ
崎
市
）
の
奥
瀬
為
輔
を
招
き
、
漢
学
・
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学
芸
員
　
奥
住
　
淳

❖ 

町
内
小
学
校
の
成
り
立
ち
①
─
菱
田
小
学
校
─

菱田小学校校舎（吉祥院）

菱田小学校明治43年の新築校舎

読
書
・
習
字
を
教
授
さ
せ
ま
し
た
。
奥
瀬

は
、
菱
田
村
を
領
地
と
し
て
い
た
長な

が
と
ろ瀞

藩

（
現
山
形
県
東
根
市
）
出
身
の
武
士
で
、

明
治
維
新
に
よ
り
長
瀞
藩
主
米よ

ね
き
つ津

氏
は
、

大
網
か
ら
龍
ヶ
崎
へ
と
移
転
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
年
の
学
制
発
布
で
県
か

ら
私
塾
の
廃
止
が
通
達
さ
れ
た
た
め
、
こ

の
塾
を
母
体
と
し
て
小
学
校
を
設
立
す
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

菱
田
小
学
校
の
開
校

　
菱
田
小
学
校
は
、
明
治
６
年
11
月
１
日

に
菱
田
村
・
坂
志
岡
村
・
香
山
新
田
村
に

よ
り
設
立
さ
れ
開
校
し
ま
し
た
。
同
年
８

月
に
千
葉
県
へ
提
出
さ
れ
た
「
小
学
校
設

立
伺
書
」
に
は
、
校
舎
は
竜
泉
院
客
殿
を

借
り
る
こ
と
（
実
際
に
は
民
家
を
借
り
て

開
校
）、
教
員
は
小
川
総
右
衛
門
に
招
か

れ
て
い
た
奥
瀬
為
輔
、
児
童
は
男
女
70
名

を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。
費
用
は
、
書
籍

器
械
買
い
入
れ
、
教
員
給
料
、
燃
料
（
炭
・

薪
・
油
）、
用
務
員
の
給
料
、
校
舎
の
賃

借
料
な
ど
計
25
円
と
見
積
も
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
の
開
校
直
後
の
状
況
は
、

「
菱
田
尋
常
小
学
校
沿
革
誌
」
に
よ
れ
ば
、

校
舎
は
人
家
を
借
り
仮
校
舎
と
し
、
明
治

７
年
３
月
の
児
童
数
は
、
男
33
名
、
女
２

名
で
し
た
。
費
用
で
は
、
校
区
内
の
各
戸

か
ら
米
や
寄
付
金
を
徴
収
し
た
り
、
村
の

共
有
地
を
売
却
し
て
資
金
に
充
て
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
13
年
に
校
舎
と
し
て

使
え
る
よ
う
に
改
修
を
終
え
た
吉
祥
院

（
辺
田
）
に
移
り
ま
し
た
。

菱
田
小
学
校
の
伝
統

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
の
小
学
校
開
校
に

あ
た
っ
て
は
、
校
舎
や
教
員
の
確
保
、
運

営
の
た
め
の
費
用
な
ど
地
域
に
と
っ
て
は

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
菱
田
村
は
江
戸
時
代
に
私
塾
の
教
育

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
や
、
地
域
の
人
々
の

熱
意
と
協
力
に
よ
り
菱
田
小
学
校
を
設
立

し
ま
し
た
。
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
菱

田
の
「
全
村
教
育
」
の
精
神
は
こ
う
し
た

伝
統
に
よ
り
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で

す
。

　
そ
の
後
、
明
治
22
年
に
千
代
田
村
の
設

立
に
よ
り
千
代
田
村
立
菱
田
尋
常
小
学

校
と
な
り
、
菱
田
・
香
山
新
田
・
住
母

家
・
坂
志
岡
を
学
区
と
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
明
治
43
年
に
菱
田
９
６
７
番
地
（
宿
）

に
移
転
（
児
童
数
１
４
５
名
）、
昭
和
30

年
に
芝
山
町
立
菱
田
小
学
校
（
児
童
数

２
３
６
名
）
と
な
り
、
昭
和
53
年
に
は
現

在
地
（
菱
田
１
０
４
１
番
地
）
に
移
転
し

ま
し
た
。
　



　子どもたちにとって、明るく気さくに話し掛け
られる優しいお姉さん的存在です。常に初々しく
はつらつとした仕事ぶりで、気配りよく、小まめ
に清掃してくれているトイレはいつもピッカピカ。
分からないことは素直に聞く姿勢と熱心さがある
だけに成長著しく、今後の養護界の期待の新星で
もあります。

好きな言葉
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Ｑ▶子どもの頃の思い出
Ａ▶�家の中よりも外でアクティブに遊ぶことが多く、田んぼ
道を走り回っていました。

Ｑ▶教員を目指したきっかけ

Ａ▶�中学生の頃から、養護教諭の母の背中を追うようになっ
ていました。母は私の人生の先輩です。

Ｑ▶児童たちの魅力

Ａ▶�何よりも素敵な笑顔と素直な心が魅力だと感じました。

Ｑ▶挑戦してみたいこと

Ａ▶�英会話、書道。

☆☆笑顔がかわいい！
☆保健委員会で劇や紙芝居を新しく始めたよ。
☆落ち込んだとき相談に乗ってくれます。
☆言葉遣いが面白いよ
☆怒っても全然怖くないよ。

教頭先生EYE

「七転び八起き」

　ずっと好きな言葉です。何度転んでも失敗して
もくじけず、立ち上がって努力するという意味に
勇気を感じるからです。負けるな！と励まされる
気がして、頑張ろうと思うことができます。

東小学校＜養護教諭＞  　戸
と い

井 那
な つ き

月 先生

　八街市にはじめて遊びに行ってきたッコ！八街
市のキャラクターはみんなピーナッツがモチーフ
なんだね。おいしそうだなぁ。

　九十九里町で開催されたウォークラリー大会を
見に行ったよ。中高生の部では芝山町のチームが
優勝！おめでとうございました！

12月13日　青少年のつどい山武地区大会 12月14日　やちまた駅北口市(いち)
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